
昭和も平成も、そして○○も

ＴＶでは「平成」が終わるにあたり，この時代の現象・

事象，話題や事件を特集する番組を目にするようになりまし

た。生活する上では時代の名前が変わっても特に変化するこ

とはありませんが，世間はどうしてもひとくくりにしたいよ

うで，長いこの時代を短い時間にまとめて放送しています。

実は皆さんも同じではないでしょうか。平成の出来事とそ

の頃の自分のことをリンクさせながら，ふと遠くを見つめて

いることが…。自分の場合は歳を重ねているだけに，「あれ

はそんなに昔だったっけ」と思うことばかりです。

さて，昭和も平成もしっ

かり生きてきた私から見て，

学校に関係することでずっ

と変わらないことなどをつらつらとご紹

介。（注：さすがに昭和の時代は１９６

０年代からですが）

①黒板

これは不動の地位を築いています。昭

和どころか大正や明治までさかのぼりま

すから。これだけ科学・技術が発達して

も何ら変わりなく（そりゃあ少しぐらい

変わっているかも。知らないだけで），

教室の前にドン！と鎮座しているのです

から。ちなみに黒板を消す道具の正式名

は，「黒板消し」でいいのでしょうか？

②ランドセル

語源はオランダ語。布製のリュックのようなものを指定している小学

校もあるようですが，これも昔から変わりません。ゆえにシーズンにな

ればお店にしっかりと並んでいます。但し，サイズがかわって（大きく

なって）います。プリント

類がＢ５サイズからＡ４中

心になったためです。

③ラジオ体操

なくなった地域も多いようですね。四箇郷では日数は減って

いますが続いています。一昔前は，半ば強制で参加していまし

たが，今は自由参加が増えていると聞きます。朝が涼しい夏は，

いったいどこへ行ったんでしょうね。

④鉛筆

ＴＶ（チ○ちゃんに…）で観ましたが，六角形にはちゃんと

意味があるそうです。「Ｈ」はＨａｒｄで「Ｂ」はＢｌａｃｋ。

最近は２Ｈを使う子供は少ないとのこと。

⑤理科室の蛇口についている透明のパイプ

子供に聞いたら，水が飛び散らないようにとか，実験中に燃え移った火を消すためとか言いますが，実は

他に理由があるようです。一度調べてみてはどうでしょう。

最後に… いつの時代でも最も変わらないこと，一番変わってほしくないこと，それは子供たちが楽しく

学校に来ることではないでしょうか。皆さんはどうでしたか？
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